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１．平成24年度予算の執行状況（平成25年３月31日現在）

※一般会計とは？

（単位：千円）

※主な歳入の内容

（単位：千円） ※主な歳出の内容

市債 財務省や銀行などからの長期借入金

感染症予防やごみ処理など、市民の健康で衛
生的な生活環境を保持するための経費

面積

一般会計

100%

消火活動や火災予防、救急保護など、災害に
よる被害の軽減に係る経費

世帯数 22,608

市税
市民税（法人・個人）、固定資産税、市たば
こ税、軽自動車税など

101.19 ｋ㎡ 平成25年5月1日

※人口及び世帯数は住民基本台帳による。

国が使いみちを特別に指定して地方公共団体
に交付する資金

県支出金
県が使いみちを特別に指定して地方公共団体
に交付する資金

24,779,219

全国的に一定の行政水準を保障するため、地
方公共団体間の財源の偏りを調整し、国から
交付される資金

地方交付税

世帯

地方自治法第243条の３第１項及び海
南市財政状況の公表に関する条例の定め
るところにより、市の財政状況を次のと
おり公表します。

海南市長　神　出　政　巳

障害者・高齢者・児童のための福祉、生活保
護関係など、市民の一定水準の安定した社会
生活を保障するために必要となる経費

農業や林業、水産業の振興に係る経費

議会の活動に係る経費

平成25年3月31日 現在

人口 55,240 人 　海南市の財政

その他
地方消費税交付金、使用料及び手数料、財産
収入など

　地方公共団体の基本的な経費、重要な経
費を計上している会計をいいます。

　平成24年度各会計予算の執行状況は次のとおりです。なお、数値には前年度繰越額を含めています。

国庫支出金

民生費

衛生費

その他

消防費

予算額

商工費

農林水産業費

議会費

市債の元金及び利子、一時借入金の利子など
の償還金

総務費

教育費
学校や生涯学習、スポーツ、芸術文化の振興
など、教育に係る経費

公債費

予算額

24,779,219

企画調整や財務、財産管理、戸籍、徴税な
ど、市政の全般的な管理に必要な経費

土木費
道路や橋梁、河川、市営住宅などの建設・維
持管理に必要となる経費

100%

災害復旧に必要となる経費、予備費

商工業の振興や観光事業に係る経費

7,651,100 

3,791,746 

3,329,340 

2,768,235 

2,442,240 

2,368,534 

953,531 

826,448 

298,069 

281,778 

68,198 

(6,643,409) 

(3,084,939) 

(3,183,206) 

(2,219,319) 

(2,159,271) 

(1,339,265) 

(610,043) 

(791,617) 

(294,739) 

(138,368) 

(34,964) 

民生費 

衛生費 

公債費 

教育費 

総務費 

土木費 

農林水産 
業費 

消防費 

議会費 

商工費 

その他 

歳出 
予算額 支出済額 

7,558,146 

5,915,135 

4,148,900 

3,122,401 

1,610,102 

2,424,535 

(7,387,542) 

(5,915,135) 

(1,854,100) 

(2,431,869) 

(887,632) 

(2,072,465) 

市税 

地方交付税 

市債 

国庫支出金 

県支出金 

その他 

歳入 予算額 収入済額 

収入済額 
20,548,743 

83% 

支出済額 
20,499,140 

83% 
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（単位：千円）

※特別会計とは？

２．市民負担の状況

（１）市税負担額 （２）市民のために使われる経費

※主な市税の内容

　
17,262

36,439

224,760

16,677 15,679

6,092,289
後期高齢者医療特別会計

法人市民税

市民の前年中の所得をもとに課税される税金

87,765

147,264

固定資産税
所有する土地や家屋、償却資産に対して課税される税
金

円

円

37,370

公債費

108,010

税目

固定資産税 円

7,587,235 6,499,207

特別会計

予算額 収入済額

その他

商工費
所有する軽自動車、自動二輪車、原動機付自転車など
に対して課税される税金

土木費

総務費

教育費

国民健康保険特別会計

7,332

231,285

5,647

5,627,253
1,413,218 1,337,353

支出済額会計名

　平成25年３月末の予算額で見ると、市税の予算額は、7,422,828千円（滞納繰越分と国有資産等交付金を除
く）となっていますので、市民１人当たり134,374円、１世帯当たり328,327円となっています。
　また、市民のために使われる経費は、23,687,962千円（歳出予算額から前年度繰越額を除く）で、市民１人
当たり428,820円、１世帯当たり1,047,769円となっています。
　なお、市民のために使われる経費は市税負担額を超えていますが、足りない分は地方交付税や市債、国県支出
金などでまかなわれています。

68,641

農林水産
業費

その他 円

円

円

市
民
税

個人市民税

円134,374 円

円

介護保険特別会計

円

円

56,203 円市民税

円

衛生費

103,992

5,552,742

円 円

42,177

そ
の
他

市たばこ税
製造たばこの製造者や卸売業者などが市内の小売業者
に売り渡した「たばこ」に対して課税される税金

円都市計画区域の用途地域内に所有する土地及び家屋に
対して課税される税金
（公園・道路・下水道などの都市計画事業、土地区画
整理事業などに充てられます。）

428,820

軽自動車税 5,101 円 12,464 円

1,235 円 3,017 円

1,047,769

338,424

市民１人当たり

円

18,318

　特定の目的のために設けられた会計をい
います。また、病院事業、水道事業は公営
企業会計といい、地方公営企業法に基づ
き、独立採算を原則として設置された会計
で、特別会計と区別しています。

円民生費

1,317,920
6,636,750

１世帯当たり目的

港湾施設事業特別会計
簡易水道事業特別会計

同和対策住宅資金貸付事業
特別会計

12,380地域排水処理事業特別会計

18,968

44,205

35,920

60,270

65,967 円 円

138,507137,325

１世帯当たり

242,859 167,586

市民１人当たり

都市計画税
合計

円

合計 328,327

161,182

円29,82012,204

13,184 円

円

議会費 5,396 円

91,308

消防費 14,913
市内に事業所がある法人などに対し、法人税（国税）
をもとに課税される税金

167,717

円

円

円
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３．財産、市債及び一時借入金の現在高

（１）財産の現在高

（２）市債の現在高

（単位：千円）

（単位：千円）

（３）一時借入金の現在高

（単位：千円）

後期高齢者医療特別会計

合計

現在高

※臨時財政対策債とは？

土地 建物 自動車 その他

0

0

0
207,000

介護保険特別会計
地域排水処理事業特別会計
同和対策住宅資金貸付事業特別会計

会計名

　年度中において支出が収入を上回り、現金に不足が生じた場合に、その不足を補うために予算で定めた
限度額の範囲内で銀行等から一時的に借り入れるお金を一時借入金といいます。これの状況は次のとおり
です。

地方債現在高合計

2,804,753 ㎡ 237,274 千円

有価証券

15,952

　学校施設や公園、道路の新設など大規模な建設事業を計画的に整備していくには、その年度の市税や国
庫補助のみでまかなうことはできません。そこで、市は財務省や銀行などから資金の長期借入を行います
が、これを市債といいます。
　市債を活用することにより建設される施設は将来の市民も利用することになるため、世代間の負担の公
平を図ることができ、また、施設の早急な整備も可能となります。

　国の地方交付税の財源が不足した場合に、地
方交付税の交付額を減らして、その穴埋めとし
て、地方公共団体自らに地方債を発行させる制
度をいいます。
　形式的には、その自治体が地方債を発行する
形式をとりますが、償還に要する費用は後年度
の地方交付税で措置されるため、実質的には地
方交付税の代わりの財源と言えます。

区分

※基金とは、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、または定額の資金を運用するためのも
ので、条例により目的、処分等が定められています。

0

119,439

一般会計

現在高

62,708

56,731

会計名

基金

㎡ 211 3,720,802

0港湾施設事業特別会計
簡易水道事業特別会計

現在高

簡易水道事業特別会計

同和対策住宅資金貸付事業
特別会計

142,520

180,000
0

一般会計
国民健康保険特別会計

特別会計
28,515,823 千円

台 千円

公営企業会計を除いた市が所有する財産の現在高は、次のとおりです。

千円

土木債 
7,989,001 

28.0% 

教育債 
3,836,969 

13.5% 

総務債 
2,833,287 

9.9% 

衛生債 
2,250,343 

7.9% 

農林水産業債 
891,803 

3.1% 

民生債 
652,474 

2.3% 

消防債 
327,428 

1.1% 

災害復旧債 
19,405 
0.1% 

商工債 
3,220 
0.0% 

臨時財政対策債 
8,543,069 

30.0% 

その他 
1,168,824 

4.1% 
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４．平成25年度予算の状況

※一般会計当初予算額の推移

（単位：千円）

簡易水道事業特別会計

※この公表の数値については、表示単位未満を四捨五入しているので、
割合や合計等が一致しない場合があります。

536,449 362,873

平成25年度予算額 平成24年度予算額 対前年度伸率

22,131,192 千円 23,097,757 千円 △ 4.2%

特別会計

平成25年度当初予算 平成24年度当初予算会計名

後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
地域排水処理事業特別会計

7,410,033 7,485,434

5,879,709

18,028 25,112
16,015 16,677

同和対策住宅資金貸付事業特別会計
港湾施設事業特別会計

6,098,461

一般会計

　平成25年度当初予算は、４月に市長選挙を控えていたことから、人件費や公債費等の義務的経費、継続事
業などを中心とした骨格的予算となっています。その中でも、近い将来に発生すると言われている南海トラフ
における巨大地震に備え、急務となっている防災対策に重点を置いたものとなっています。
　また、予算編成に当たっては、ゼロベースから再度見直すことを念頭に、引き続き財源確保と歳出抑制への
努力を徹底すること、事業の重点化を更に進めることを基本方針として、事業を計画的に推進すべく取り組み
ました。
　平成25年度の予算の状況は次のとおりです。

対前年度増減率

13,512 12,380

47.8%
△ 4.0%

△ 28.2%
9.1%
3.7%

△ 0.6%
△ 1.0%国民健康保険特別会計

1,408,007 1,415,846

7,361,352 

5,710,000 

2,931,200 

2,502,488 

1,388,056 

2,238,096 

33.3% 

25.8% 

13.2% 

11.3% 

6.3% 

10.1% 

市税 

地方交付税 

市債 

国庫支出金 

県支出金 

その他 

（単位：千円） 歳 入 

7,451,838 

3,438,362 

3,140,427 

2,372,008 

2,054,722 

1,670,320 

814,112 

704,742 

291,223 

173,434 

20,004 

33.7% 

15.5% 

14.2% 

10.7% 

9.3% 

7.5% 

3.7% 

3.2% 

1.3% 

0.8% 

0.1% 

民生費 

公債費 

衛生費 

総務費 

土木費 

教育費 

消防費 

農林水産業費 

議会費 

商工費 

その他 

（単位：千円） 歳 出 

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

H21 H22 H23 H24 H25

20,792,080 
21,623,432 

22,229,674 
23,097,757 

22,131,192 

（単位：千円） 
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